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9 　 高 度 進 行 胃 癌 ， 特 に 4 型 胃 癌 の 腹 膜 播 種 （ P ）

を主な標的としたstaging laparoscopy(SL)

の意義

藪 崎 裕 ・ 梨 本 篤 ・ 田 中 乙 雄

新潟県立 が ん セ ン タ ー 新潟病院外科

【目的】 胃癌に おける P l の 治療成績は不良であ

る . P を正確に診断し
, 無益 な単開腹を避 ける こ

とを目的と して S L を施行 して きた の で
, その 臨

床的意義に つ い て検討 した
.

【対象と 方法】 2 0 03 年 3 月 まで に 術前診 断 P O

の 進行 胃癌 に対 し S L を施行 した 7 0 例を対象と

した . 細胞診 は P a p a ni c ol a o u 染色 にて判定 し, 負

疫染色 を C E A 62 例 ,
M O C - 31 4 0 例 ,

P C R 法を

2 1 例 に併用 した .

【成績】

1 . 背景は男性 4 3 例, 平均年齢6 2 .0 (3 3 - 8 3)

歳 . 肉眼型 は 2/ 3/ 4 型 1 6/ 14/ 4 0 例 . 細胞診 は

P O C Y l/ Pl 19/ 17 例 .

2 . C Y 1 3 6 例の 陽性率は C E A 7 6 .7 %
,

M O C - 3 1

9 6 .2 % ,
P C R 5 3 .3 % .

3
.

S L 彼の治療は開腹5 9 例 ( N A C I O 例) , 非 開

腹 1 1 例 (4 型 1 0 例) .

4
. 開腹 5 9 例 中 , 非切 除は 1 例 の み で 切 除率

98 .3 % .

5 . 切 除 5 8 例中, 非治癒切 除は 2 5 例 ( 4 型 1 9

例) , 治癒切除率5 6 .9 % .

6 . 2 00 0 年ま で の 3 4 例 と それ以降の 3 6 例を比

較すると , 非開腹が 1 例か ら 10 例 に, 切除率

が 9 7 .0 % か ら 1 00 % に増加 した
.

【結語】S L は従来の 画像診断 で は不可能な術前

P の 評価が 可能で あり, 高度進行胃癌 に対する治

療方針決定 の た め の 補助診断と して低浸襲で有用

な手段であ る . 今後 は 4 型胃癌 を中心 に S L で P l

と診断され, 通過障害を認 め ない 症例 に対 して は ,

手術を回避する方針であ る .

1 0 　 胃 癌 に お け る 総 肝 動 脈 幹 ・ 脾 動 脈 幹 リ ン パ 節

転移陽性例の検討
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胃癌に お ける N o . 8 a
,
N o . 1 1 p リ ン パ 節転移例

の 臨床病理学 的検討 を行 っ た . D 2 以上 の 郭清 ･

切除を行 っ た胃癌7 52 例中,
N o . 8 a

,
N o . 1 1p 転移

例 はそれぞれ 11 0 例 (15 .2 % ) , 45 例 (6 .2 % ) で

あ っ た . N o . 8 a 転移例 は中下部 胃癌で多く, 単独

転移例も3 例 (2 .7 % ) 認め られ た . N o . 1 1p 転移

例は, 上部胃癌, T 2 以上 が中JL ､ で
, 胃全摘例 にお

ける転移例が多か っ た . N 2 例 にお ける転移率は

N o . 8 a ; 52 .7 %
,

N o . ll p ; 17 .1 % で
,
5 年生存率

はそれぞれ 4 6 .5 % , l l .1 % と, N o . 8 a 転移例の 予

後 は比較的良好で あ っ た が
,

N o . 1 1p 転移例 の 予

後は不 良で あ っ た . 術後合併症発生率は月華牌/ 牌

合併切除を行 っ た胃全摘例 で高か っ た . 以上 より,

N o . 8 a 転移は高率で
, 単独転移例もみ られ

, 標準

D 2 郭満と して N o . 8 a 部活は必須であり, 部活効

果 も大き い
.

N o .
1 1p 転移例 に対 して は

,
さ ら に

郭清精度 を高 める必要が ある が
, 合併症を考慮す

る と, 胃全摘における N o . 11 p 郭清で は月華牌温存

術式 が望 まれ る .

1 1 　 膵 頭 十 二 指 腸 切 除 術 を 施 行 し た 胃 癌 症 例 の 検

討
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【目的 ･ 方法】 胃癌に対する牌頭 十二 指腸 切除

柿 ( 以下 P D ) の 適応 と 意義を明確化 す る た め ,

p D を施行 した胃癌33 例中, 他癌合併6 例 を除い

た 2 7 例を対象に臨床病理学的事項に つ き検討 し

た .

【成績】 性別 は男 : 女 - 12 : 15
, 平均年齢は 60

歳 (3 9 - 7 5 歳) , 占拠部位は L : 2 5 例, L M U :

2 例, 腫癌最大径の平均は 8 .1 c m . P D 施行理由は

術中判定で原発巣, 及びリ ン パ 節転移栄より の月率

直接浸 潤が 2 4 例, 十 二 指腸浸潤単独例 が 3 例で
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あ っ た . 本検討 にお ける胃癌 P D 施行例の 5 年生

存率は 3 6 .0 %
,

5 0 % 生存期間は 5 93 日で あ っ た .

リ ン パ 節転移の n l - n 2 と n 3 で は生存率に有意

差 は な い も の の
, 膝 頭部 リ ン パ 節 ( N o .13) 転移

陽性例 で は生存者 は い な い が , 陰性例で は最終生

存率 41
.7 % ( p

- 0 .00 12) と有意差を認め た
. 術

中洗浄細胞診陽性例 で は生存者 は なく, 陰性例 で

は最終生存率4 0 . 0 % ( p
- 0 .0 1) と有 意差 を認

め た . 肝転移 H l あ る い は腹膜播種 P l の 症例 で

は生存者 は なく,
ⅢO P O 例で は最終生存率42 . 9 %

(p
- o .o2 8) と有意差 を認め た . 総合根治度 で根

治度 C 症例で は生存者は なく , 根治度 A
,

B 症例

で は最終生存率4 2 .9 % ( p
- 0 .0 02 4) と有意差

を認 め た .

【結語】 H O
,
P O

,
C Y O

, 根治度 B 以上が可能で あ

り
, 揮頭部 へ の 直接浸潤を伴う胃癌は P D に て予

後の 改善が期待で き た
. また

,
N o .

1 3 リ ン パ 節転

移陽性例 は P D を施行 して も延命は期待で き ない

と思 われた .
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